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・神戸学園都市クラブ会長：田辺征一；地域との触れ合いを通してクラブの成長と発展を！

・国際会長：Moon Sang-Bong(韓国)；私たちは変えられる。

・アジア太平洋地域会長：田中博之（日本）；アクション！

・西日本区理事：遠藤通寛（大阪泉北）；未来に残すべきものを守り育てる。

・六甲部長：大田厚三郎（神戸西）；六甲部は一つの体。共に助け合い、部全体の発展向上をはかろう。

2019 年 4 月 ： Y サ、ASF : メンバー一人ひとりが YMCA の新しいブランドコンセプトを理解し

YMCA サービス事業に積極参加すれば、あなたのクラブも「よくなっていく」ことでしょう。

人見晃弘 Y サ・ユース事業主任（大阪泉北）

[役員] 会長；田辺征一、直前会長；田辺征一、書記；杉本隆人、会計；佐伯一丸、連絡主事；達 直樹

[委員] 地域奉仕・環境；舘忠之、丹家元陽、内田邦彦、Ｙサ･ユース；森本哲男、 交流；野呂 隆、阿部信太郎、

ファンド；中村 剛、合田純二、杉本隆人、野呂隆、佐伯一丸、メネット；藤井久子、杉本裕子、EMC ；杉本隆人 広報・ブリ

テン；佐伯一丸、藤井久子、 メール委員；田辺征一、

[六甲部役員] 地域奉仕・環境事業主査：藤井久子 [IBC]台湾高雄ポートクラブ（ ２ ０ ０ ４ 年 １月締結）

[DBC]東京武蔵野多摩クラブ（ 2011 年 ５月締結） [DBC] 岡山クラブ（ 2018 年 6 月）

〒651-2102 神戸市西区学園東町 2-1-3 TEL078-793-7402 FAX 078-793-7470

事務例会・第 1木曜日、第 1例会・第 3木曜日 Home Page http://www.kobeymca.org/ys/gakuen/bulletin.html

西日本区ホームページ http://www.ys-west.or.jp/rd.php

4 月第 1例会

・日時： 2019 年 4 月 18 （木） 19:00 ～ 21:00

・場所：西神戸 YMCA 多目的ホール（ 3F ）

・内容：手作り楽器漫談

捧腹絶倒請負人のマエストロ足立

＜ 今 月 の
うた

詩 ＞

「病気になったら」

病気になったら どんどん泣こう

痛くて眠れないといって泣き

手術がこわいといって涙ぐみ

死にたくないよといって めそめそしよう

恥も外聞もいらない

（ 4頁に続く）

3 月累計ファンド成績
・ニコニコ 2,000 円

・ CS(年賀切手) 6,300 円

・ TOF(断食) 5,880 円

・ FF(家庭の断食) 3,360 円

・ BF(古切手) 6,720 円

・東日本募金 19,600 円

・ Y サ・ ASF 28,000 円

4 月誕生日おめでとう

該当者なし

3 月の出席状況

・在籍者 15 名

・出席者 14 名

・出席率 93.3 %

・メネ/コメ 2 名

・ゲスト/ビジタ 65 名

・出席者合計 81 名
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25 周年記念例会を終えて  

  実行委員長 杉本 隆人 

  まず最初に、25年記念例会が盛大なう

ちに開催できたことを感謝申し上げます。 

 難産の25周年記念例会でしたが、今、

無事に終えられたことは、ほんまに、み

んなの力であったと思います。我儘な実行委員長でし

たが、想いを叶えてくれてありがとうございました。 

 記念例会に諸事情により来れなかったワイズの仲間

たち、OBOGたち、そして今は亡き檜木ワイズ、長坂

ワイズ、そして新たにメンバーになる方々の想いを背

負いながらの記念例会であったんです。 

 わがクラブも四半世紀を過ぎた大きな節目でもあり、

メンバーが減少する中で記念例会を開催することは、

非常なる力がいるという声の中で、田辺会長が決断し

てくれたことにより山は動きました。この記念例会は、

「温故知新」をテーマとして、OB に呼びかけ、チャ

ーターメンバーの表彰、IBC/DBC との交流、ワイズ

の仲間の輪を広げること、そして記念例会そのものを

楽しもうと企画しました。 

シーン１． 来賓あいさつ 遠藤西日本区理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーン２．来賓あいさつ（宮内東日本区理事、 

              東京武蔵野多摩ク）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 シーン３． チャーターメンバー表彰 

  （阿部、丹家、杉本の各ワイズ） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

シーン４．IBCの代表あいさつ（張 弘、台湾高雄 

  ポートクラブ） 

 

    シーン５．祝宴の演奏（フルート演奏） 

 

シーン６．祝宴風景   

 
シーン7.エンターテインメント（ザ・ザビエルズ） 
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シーン８．IBCとのプレゼント交換（張・高雄ポート、 

田辺・神戸学園都市ク会長） 

    

 

 

 シーン９．閉会あいさつ（杉本実行委員長） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シーン10.  IBC/DBCの交流会（二次会）  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 シーン11.  集合写真                  

この激動の平成に生れ、この５月より新年号である「令

和」にむけて、新たなスタートを切ろうとしておりま

す。 皆様と共に新しいワイズライフを楽しみましょ

う！！ 

 

＜4月事務例会議事録＞ 

          書記 杉本隆人 

・日時：2019年 4月 4日(木)19:00～20:40 

・場所：西神戸ＹＭＣＡ  

・出席者：内田、佐伯、杉本、舘、達、田辺、 

  丹家、中村、野呂、藤井、森本   

１．報告事項 

（１）25周年記念例会の記録写真を岡山クラブ 
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  三浦克文ワイズより頂いた。 

（２）会長・総主事懇談会 3/6（水）三宮 YMCA 

  田辺、杉本が出席。 

（３）次期会長主査研修会 3/9・10（土・日） 

  大阪コロナＨ  杉本、藤井が出席。 

（４）六甲部評議会 3/23（土） 三宮 YMCA  

   杉本、田辺、中村、野呂、藤井久が出席。      

 ２．協議事項  

（１）2019/20ロースター確認、役員決定 

（２）藤井信人ワイズ余島センターに転勤。 

  今年度にて佐伯ワイズが退会予定。 

（３）六甲部ワイズ起し運動実働委員:クラブ代 

  表に野呂ワイズを選出。 

（４）今後の例会予定：（年間計画表参照） 

 ・4月 18日（木）19:00～手作り楽器漫談  

   マエストロ足立 （公開例会）６時集合  

一般参加者 40名前後と想定。多目的ホール。  

・5月  9日（木）19：00～ 事務例会 

・5月 16日（木）19：00～  

 フルートアンダンテ（公開例会）、多目的ホ 

 ール使用、演奏曲などの紹介と皆で唄える曲 

 を要望する。連絡役は杉本氏。    

３．ＹＭＣＡ報告   

 ・高等学院は、生徒数 61名体制でスタート。 

４．今後の西日本区・六甲部行事予定（年間計画 

  表参照） 

◎ 被災地復興支援チャリティ－コンサート 

 （神戸ポートクラブ主催）4月 27日 

 （土）14：00～ 神戸栄光教会 ￥1,000      

◎ 第 22回東日本区大会 6/1・2（土・   

 日）、東京 参加予定者：田辺、藤井、杉本 

 ◎ 第 22回西日本区大会 6/22・23（土・日 

   ）、京都。  

＜ 今 月 の 詩 ＞ 

 

いつものやせ我慢や見栄っ張りを捨て       ↗ 病気になったら 心行くまで感動しよう 

かっこわるく涙をこぼそう             食べられることがどれほどありがたいことか 

またとないチャンスをもらったのだ         歩けることがどんなにすばらしいことか  

自分の弱さをそのまま受け入れるチャンスを     新しい朝を迎えるのがいかに尊いことか 

                         忘れていた感謝の心を取りもどし 

病気になったら おもいきり甘えよう        この瞬間自分が存在していることの神秘 

あれが食べたいといい               見過ごしていた当たり前のことに感動しよう 

こうしてほしいと頼み               またとないチャンスをもらったのだ 

もう少しそばにいてとお願いしよう         いのちの不思議を味わうチャンスを 

遠慮も気づかいもいらない 

正直に わがままに自分をさらけだし 

赤ん坊のようにみんなに甘えよう 

またとないチャンスをもらったのだ 

思いやりと まごころに触れるチャンスを↗ 

 

晴佐久 昌英（1957~） 

 カトリック司祭。上智大学卒業後、1987年、司祭に叙階。現在、カトリック浅草教会・上野教会主任司祭。 

著書に「星言葉」「だいじょうぶだよ」「あなたに話したい」など多数。詩「病気になったら」は作者自身の入

院経験から生まれた。協会の機関誌に掲載され、そのコピーが人から人へと渡り、患者だけでなく、看病する

家族、医師や看護師からも支持され、広く知られていった。 

  

 ～ 「ポケットのなかの祈り」いのちのことば社フォレストブックスより ～ 


